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当監査法人は、 公益財団法人自動車リサイクノレ促進センタ ーの平成2 8年4月1日から
平成2 9年3月3 1日までの平成2 8年度に係る資金管理料金特別会計、再資源化預託金等
特別会計及び承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計に関する貸借対照表及び損益計算書
（公益認定等ガイドラインI - 5 (1）の定めによる 「正味財産増減計算書Jをいう。）並びに
財務諸表に対する注記（以下、これらの保証の対象書類を「財務諸表Jという。） についてレピ、ュ ー

を行った。

財務諸表に対する理事者の責任
理事者の責任は、 財務諸表に対する注記の 「財務諸表作成の基礎J に記載された我が園に

おいて一 般に 公正妥当と認められる公益法人会計の基準及び公益財団法人自動車リサイクル
促進センタ ーの会計規程に準拠して財務諸表を作成する ことにあり、また、財務諸表の作成に
当たり適用される財務報告の枠組みが状況に照らして受入可能なものであるかどうかについて
判断することにある。理事者の責任には、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を
作成するために理事者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

業務実施者の責任
当監査法人の責任 は、独立の立場から財務諸表に対する結論を表明することにある。 当監査

法人は、日本公認会計士協会が公表した保証業務実務指針2400「財務諸表のレビュ ー業務J
に準拠してレビュ ーを行った。保証業務実務指針2400は、当監査法人 に、全体としての
財務諸表が、財務諸表に対する注記の「財務諸表作成の基礎Jに記載された我が国において一般
に公正妥当と認められる公益法人会計の基準及び公益財団法人自動車リサイクノレ促進センタ ー

の会計規程に準拠して作成されていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかったかどうかについて結論を表明することを求めている。また、 保証業務実務指針
240 0は、 当監査法人に職業倫理に関する規定を遵守することを求めている。

保証業務実務指針2400に準拠した財務諸表の レビュ ーは、限定的保証業務である。レピ、ュ ー

においては、主として理事者及びその他適切な者に対する質問並びに分析的手続が実施され、
入手した証拠の評価が行われる。

レビュ ー手続は、一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される監査に比べて
相当程度 限定された手続であり、当監査法人は、上記の財務諸表に対して監査意見を表明しない。

結論
当監査法人が実施したレピ、 ュ ーにおいて、上記の財務諸表が、 財務諸表に対する注記の

「財務諸表作成の基礎」に記載された我が国において一般に 公正妥当と認められる公益法人会計
の基準及び公益財団法人自動車リサイクル促進センタ ーの会計規程に準拠して作成されて
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
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